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ヤマ トシジ ミ Corbicula japonica PRIME は北海道から九州に至る汽水域に生息する二枚

貝であ り,内 水面漁業の重要な産業種である。本県におけ るヤマ トシジ ミ漁業は宍道湖 ・神西湖 ・

神戸川で行われているが,特 に宍道湖での漁獲i量が多 く年間12,000t～15,000tと 全国漁獲量の約

50%を 占めている。 しか しその重要度0割 には宍道湖における本種の生態学的研究は少なく1),特

に成長に関する知見は乏 しい。また神西湖及び神戸川において成長を報告 したものは皆無である。

ヤマ トシジミの成長については連続採集による殻長 ・殻高の頻度分布2)3乏や殻表に見 られる段差状

の輪紋4)から推定 した報告があるが,'か な り大きな成長差が認められる。本報では神戸川産ヤマ ト

シジ ミを用いて成長を再検討すると共に,宍 道湖産ヤマ トシジ ミとの形態差についても検討を加え

たのでその結果を報告する。

材 料 及 び 方 法

用いた材料 は1985年7月 か ら1986年8月 にかけ

て,神 戸川河 口か ら1.5km上 流 の崎屋橋付近(図

1)で 採 集 したヤマ トシジ ミであ る。成 貝標 本の

採集は幅35em,網 目1.5cmの ジ ョレンを用い た。

標本 の大 き さは各 調査時 において約200個 体 であ

る。稚貝標本は1986年5月 及び8月 にス コップを

用 いて底砂 と共に採集 した。稚貝 と底 砂の分離は

2ntnt目の筋 で洗 浄濾過 す る方法に よった。採集 し

た標本は全て10%ホ ル マ リン溶液で固定 し,測 定

に供 した。測定項 目は殻長,殻 高, 、殻幅,体 重 で

あ り,殻 表の段差状輪紋が明確に認め られ るもの

については各年輪紋長 を測定 した。輪紋 長の測定

にあた っては,測 定誤差 をで きるだけ小 さくす る

ため,標 本 を2～3日 間10%水 酸 化ナ トリウム溶
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図1ヤ マ トシジ ミ採集地点



液に浸漬 して殻皮を取 り除いた。

また神戸川産ヤマ トシジミと宍道湖産ヤマ トシジミとの形態比較をするため,1986年5月 に宍道

湖南岸中央部の玉湯町で標本を採集 した。採集方法及びその後の処理,測 定(輪 紋長を除 く)は 神

戸川産ヤマ トシジミと同 じである。比較方法は殻長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係及び殻長 ・体重関

係を回帰分析することに よった。

結 果

1.輪 紋形成時期

神戸川産ヤマ トシジミの輪紋形成時期

を知るために,殻 長 と最終輪紋長 との差

の季節変化を図2に 示 した。

殻長 と最終輪紋長 との差が最 も小 さく

なるのは4月 から5月 にかけてである。

また,殻 長 と最終輪紋長 との差が小 さく

なるのは1期 間に限 られ,し かも明瞭な

季節変化を示 していることから,殻 表に

見られる段差状の輪紋は年令形質 と見な

してもさしつかえないと考えられらる。

図2殻 長と最終輪紋長との差の季節変化

(平均値及び範囲)

2.殻 長の成長

殻長と最終輪紋長との差が最小となった1986年5月14日 の標本を用いて,各 年級群における各年

輪紋長の測定結果を表1に 示 した。

各年級群の成長は5～7年 目においてパ ラツキが見られるものの,比 較的年変動は少ない。そこ

で1976年 級 か ら1983年 級 までを一i括 して

紋長から求めたW alford

V on Bertalanffy の成長式を求めることとした。各年輪

の定差図は非常に高い相関で直線回帰 した(図3)。 この直線式によって

求めた神戸川産ヤマ トシジミの成長式は次のようになった(図4)。

これに よる と神 戸川産 ヤマ トシジ ミの成長 は5月 を基準 として1年 目で殻長5.4ntnt,2年 目で1O.4

mm,3年 目で14.7mm,以 下18.6mm,22.2mm,25.3mm,28.lmm,30.5mm,32.8mm,34.7mmと な る。理

論的極限殻長は50.9mmで あ るが,実 際に採集 したヤマ トシジ ミで最大のものは殻 長40.6ntmで あ った。

次 に各調査時 におけ る各年齢群 の殻長測定結果 から,成 長 の季節変化 を図5に 示 した。 これ を見

る と各年齢群 共,成 長 は4月 頃 か ら12月 までの間 で著 しい ことがわ かる。 また冬季 はほ とん ど成長

が見 られない。 これを神戸川河 口部の水温(図6)と 照 ら し合 わせる と,ほ ぼ10℃ 以上 の時 に成長

してい ることがわか る。 田中5)に よれぽ,ヤ マ トシジ ミ稚貝の成長は水温10。C以 下で停止す る と述



表1各 年級群の各年輪紋長測定結果(上 段:平 均値 下段:分 散)

図3神 戸川産ヤマ トシジ ミの Walfoi u 定差図 図4神 戸川産ヤマトシジ ミの成長曲線



図6神 戸川河口域における水温の

季節変化

図5各 年齢群の成長の季節変化

べ ているが,今 回の結果 もそれ と同 じであ る。

3.神 戸川産及び宍道湖産ヤマ トシジミの形態の比較

神戸川産及び宍道湖産ヤマ トシジ ミの殻長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係,殻 長 ・体重関係をそれぞ

れ図7～9に 示 した。

殻長 ・殻高関係は,殻 長 即,殻 高 雪に対 して,

殻 長 ・殻幅関係は,殻 長 ∬,殻 幅 蜜に対 して,

殻 長 ・体重関係は,殻 長 卯,体 重 写に対 して,

である。 これ らの回帰の有意性について検定 した結果を表2～4に 示 したが,い ずれの回帰直線も

有意なもの と判断 される。

次に,得 られた直線回帰式の傾斜 と位置の差を統計的比較をすることにより,宍 道湖産ヤマ トシ

ジ ミと神戸川産ヤマ トシジミの殻長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係,殻 長 ・体重関係に有意な差があ



るのかどうかを検討 した。検定結果を表5に 示 した。その結果,殻 長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係

では有意差が認められたが,殻 長 ・体重関係では差が認められなかった。

図7殻 長と殻高の関係 図8殻 長と殻幅の関係

図9殻 長と体重の関係



表2殻 長の殻高に対する回帰の分散分析表

表3殻 長の殻幅に対する回帰の分散分析表

表4殻 長の体重に対する回帰の分散分析表



表5宍 道湖産及 び神戸川産ヤマ トシジ ミの殻長 ・殻高,

殻 長 ・殻幅.殻 長 ・体重 に対す る回帰の傾斜 と位置

の差の't検 定結果

考 察

1.輪 紋 形成時期

網走湖産ヤマ トシジミの輪紋形成時期について宇藤4)は,若 齢貝では冬季に,高 齢貝では夏季 も

しくは秋季か ら冬季を通 じて輪紋が形成され,い ずれも殻の成長が停滞あるいは緩慢な時期 と一致

すると報告 している。本研究において殻長 と最終輪紋長 との差が最小の時期は4月 から5月 にかけ

ての春季であ り,こ れは網走湖産ヤマ トシジミとは異なっている。 しかし,輪 紋は殻の成長が小 さ

い時期に形成 されること及び殻縁辺部に生 じた輪紋は読み とり難いこと等を考慮すると,神 戸川産

ヤマ トシジ ミにおいても輪紋は冬季に形成 されると考えた方が妥当であろう。その場合,春 季に殻

長 と最終輪紋長 との差が最小になった現象は,こ の時期の成長が顕著であるため冬季に生 じた最終

輪紋の読みとりが初めて可能になったことを示 しているものと推察 される。

2.殻 長の成長

ヤマ トシジ ミの成長 についてはい くつかの報告 があ るものの,産 地 に よ り成長 に大 きな相違が見

られ る。朝比奈6)は 藻琴湖 のヤマ トシジ ミの成長 について,隼 活第1年 目の冬までに殻 長7～11ntnt

に な り,2年 目に20～22ntm,3年 目に25anm以 上 にな ると述 べているFuJI2}t .十三 湖のヤマ トシジ ミ

が満1年 で殻高9nem,2年 で15nem,3年 で21mmに 達 す る と述 べてい る。宇麓)は 網走湖産ヤマ トシ

ジ ミについて,年 級群 に よる成長 の差が大 きいがFUJi2)a)述 べ た成長 とほぼ同様,あ るいはやや劣

る と報告 してい る。 また,小 林3)は 澗 沼 におけ るヤマ トシジ ミについて満1年 で成長 の良 い ものは

漁獲サ イズ(約15ntm)に 達 す るもの と推測 してい る。 これ らの研究結 果 と比較 す ると,本 研究 にお

け る神戸川産 ヤマ トシジ ミの成長はそれ らよ りも幾 分劣 っているが,本 論 と同 じ輪紋 長か ら成長 を

推定 した宇藤)の 報告 とはほぼ同様な結果が毎 られた。

3.神 戸川産及び宍道湖産ヤマ トシジミの形態の比較

石田 ・石井7)ex利根川の河口か ら淡水に至 る水域から採集 したヤマ トシジミの殻形を比較 して,

殻長 ・殻高関係には大差がないが殻長 ・殻幅関係は地域差が見られ,淡 水域及び海水の影響を受け

る地域のヤマ トシジミは汽水域のヤマ トシジミに比べて殻幅が厚 くなる傾向にあると述べている。



今回,調 査を実施 した神戸川河 口域及び宍道湖南部域の塩分濃度は,神 戸川河口域では測定データ

はないが感潮域であるので潮の干満に応 じて淡水から海水までの範囲で塩分濃度が変化 しているも

のと推察 され,ま た宍道湖南部域では塩素イオン濃度は430～2,230ppm）で ある。 このことから,神

戸川河口域は石田 ・石井7)の言 う海水の影響を受ける地域,宍 道湖南部域は汽水域に相当するもの

と思われ,今 回の調査結果は殻長 ・殻幅関係では石田 ・石井7)の報告 とほぼ一一致 している。 しかし,

殻長 ・殻幅関係 よりもむしろ殻長 ・殻高関係において大きな形態的地域差が認められたことは,ヤ

マ トシジミ貝殻の形態的変異は一様なものではなく生息水域により異なっている可能性があ り,同

一河川あるいは同一湖沼内において も局地的な形態差が認められる可能性のあることを示唆 してい

る。 このような形態差が生 じる原因については不明であるが,生 息地の底質や水温 といった物理 ・

化学的環境あるいは餌料の種類や量,ヤ マ トシジ ミの成長量や成熟,生 息密度 といった生物的環境

が複雑 に作用 して引き起 こされるもの と考えられる。猪野他%ま 東京湾でバカガイの殻形変異を論

じ,生 息密度の過度の増大に伴なう物理 ・化学的条件の不均衡が成長を抑制 し,崎 型を生 じさせた

ものと推察 している。本研究を実施 した神戸川河口域 と宍道湖南部域はヤマ トシジ ミの生息密度が

著 しく異な り,神 戸川河ロ域は10～40個/㎡ 蛾であるのに対 し,宍 道湖南部域では551～3,832個/㎡1)

である。 このような生息密度の相違も大きな要因であると考えられるが,殻 形変異の原因について

は今後の研究に待ちたい。

また,本 研究において神戸川産ヤマ トシジミと宍道湖産ヤマ トシジ ミとは殻形,特 に殻長 ・殻高

関係に大 きな違いがあることが判明 したが,殻 長 ・体重関係には差が認められなかった。このこと

は,一 般に貝類の体重が殻重量と軟体部重量から成 り立 ってお り,前 者が成長に対応 して増加 して

いくのに対 して後者は成長のみならず成熟状況にも左右 されることにある。すなわち,産卵(放 精)

時期には生殖巣が発達するため軟体部重量は重 くな り,逆 に産卵(放 精)後 には軟体部重量は軽 く

なる。神戸川産ヤマ トシジミは宍道湖産ヤマ トシジ ミに比べて相対的に軟体部重量が軽 く,ま た季

節変化 も明瞭でないことが知 られてお り1),こ のことが殻長 ・体重関係に差の認められない原因か

もしれない。今後,貝 殻の厚みや軟体部重量の季節変化,生 殖巣の組織学的研究を補足することに

より,殻 長 と重量の関係について詳細な検討が可能になると考えられる。 また,貝 殻の形態や体重

はヤマ トシジミの生理 ・生態上の習性 と関連性が大きいので,体 重の変化や殻形変異の適応的意義

を解明す ることはヤマ トシジミの生息地 としての適性 を評価する一つの指標にな り得 るものと考え

られる。

要 約

1.1985年7月 か ら1986年8月 にかけて採 集 した標 本を用いて,神 戸川産ヤマ トシジ ミの成長 を推

定 した。 また,1986年5月 の標本 を用 いて,神 戸川産及 び宍道湖産ヤマ トシジ ミの殻 形比較 を行

な った。



2.殻 表に見られる段差状の輪紋は冬季に形成 され,年 令形質と見なしてもさしつかえないと考え

られる。

3.輪 紋から推定 した神戸川産ヤマ トシジ ミの成長は以下の式で表わすことができる。

4.成 長 は4月 頃か ら12月 までの間 で顕著 であ り,冬 季 はほ とん ど成長 が見 られ ない。

5.神 戸川産及び宍道湖産ヤマ トシジミ共,殻 長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係,殻 長 ・体重関係に

は回帰性が認められた。この内,殻 長 ・殻高関係,殻 長 ・殻幅関係においては,神 戸川産及び宍

道湖産ヤマ トシジ ミとの間で有意差が認められたが,殻 長 ・体重関係では差が認められなかった。

6.貝 殻の形態や体重はヤマ トシジミの生理 ・生態上の習性 と深 く関連しているため,体 重の変化

や殻形変異の適応的意義を解明することはヤマ トシジミの生息地としての適性を評価する一つの

指標 とな り得る。
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